
令和２年度第４回教育委員会定例会会議録 

 

１．日時 令和２年７月 30日 午後２時 58分 

２．場所 矢巾町公民館１階会議室 

３．出席委員  

教 育 長     和 田   修 

教育長職務代理者  大 坊 一 男 

委   員     掛 川 はるな 

委   員     齊 藤   学 

委   員     漆 原 祥 子 

４．説明のために出席した職員 

学校教育課長    田中舘 和 昭 

子ども課長     田 村 昭 弘 

共同調理場所長   村 松 康 志 

学校教育課長補佐  田 村 琢 也 

学校教育課総務係長 照 井 和歌子 

５．開会  

午後２時 58分、令和２年度第４回教育委員会定例会を開催する旨を宣した。 

６．委員点呼  

委員全員の出席を確認し、会議が成立する旨述べた。 

７．会期の決定 

７月 30日の一日と決定する。 

 

８．報告 

○教育長 

それでは４．報告に入ります。報告第 30号「矢巾町立学校運営協議会委員の任命

について」、事務局より説明をお願いします。 

○学校教育課総務係長 

別紙資料に基づき朗読する。 

○学校教育課長補佐   別紙資料に基づき説明する。   ７月 16 日の午後６時 30 分から矢巾町公民館の大研修室で会議を開きまして、こ

ちらの名簿の 20名の方に委嘱状交付を行ったということでございます。任期は２年

ということで、令和２年度・３年度の２年の任期でお願いしたというところでござい

ます。この方々につきましては、各学校から推薦をいただいた方々と学識経験者の２

人の合計 20名ということで、学校からの推薦の内容は地域の住民の方、保護者の方

ということで推薦を受けたということで、今回委嘱したという内容でございます。 

○教育長   報告第 30号について、何かご意見、ご質問等ございませんか。 

〈全員なしの声〉 

〇教育長 



  コミュニティ・スクールも始まりましたので、これ以降も随時報告させていただき
たいと思います。 

 

○教育長   次に、報告第 31号「令和２年度矢巾町一般会計補正予算第４号（教育委員会関係）

について」、事務局より説明をお願いします。 

○学校教育課総務係長   別紙資料に基づき朗読する。 

〇学校教育課長   別紙資料に基づき説明する。   ５ページをお開きください。歳入でございます。学校保健特別対策事業費補助金
4,618千円でございますけれども、歳出の方でもご説明させていただきますが、新型

コロナウイルス感染症対策に関する国からの補助金でございます。学校安全総合支援

事業委託金 630 千円でございますけれども、こちらも歳出でご説明しますが、復興

教育の関係で県からの委託事業ということで歳入があるものでございます。   続きまして、歳出に移りたいと思います。８ページをお開きください。学校総合安
全支援事業ということで先ほどご説明しましたが、復興教育ということで県からの委

託事業でございますけれども、こちらは矢巾北中学校を中核といたしまして、矢巾北

中学校の学区の矢巾東小学校、煙山小学校を一つのエリアとして今回復興教育に取り

組みたいと思っております。実際は、矢巾北中学校のほうで宮古方面の中学校に訪問

したり、大震災のことだけではなく地域の安全というのも含めた安全教育というのも

含めてですので、スクールガードの関係ですとかそういったものも含めた事業をこち

らで行う予定でございます。続きまして、小学校保健衛生事業の増ということで5,582

千円でございます。先ほど歳入でもございましたけれども、国の補正予算に伴って、

各学校の感染症対策の衛生の消耗品ですとか備品の関係の購入に充てる予算でござ

います。次に、小学校教育振興事業の増 1,602千円でございますけれども、これもコ

ロナの関係でございますが、小学校で修学旅行を４校とも仙台方面に予定しておりま

したが、今般の状況によって行先を変更して県内で考えているところなのですが、バ

ス会社によっては２席で１名乗車ということで対策をしたいという申し出もござい

ますので、そのようになるとバスの台数が倍になったりしますけれども、そこの倍に

なった分を町の方で補助したいと思いまして予算を計上したところでございます。次

のページにいきまして、中学校保健衛生事業の増ですけれども、こちらはさっきの小

学校と同じで保健衛生関係の予算になります。それから中学校教育振興事業の増

3,420千円でございますが、こちらは中学校の修学旅行でございますけれども、既に

矢巾中学校の修学旅行は中止ということで決定しておりますし、矢巾北中学校も東京

方面を断念いたしまして他の方法を検討中ですが、旅行代理店の方に企画料等の分の

キャンセル料が発生いたしますので、その分は保護者負担ではなく町の方で負担して

あげたいということで予算を計上したところでございます。以上でございます。 

〇子ども課長   別紙資料に基づき説明する。   ５ページをお開きください。子ども・子育て支援交付金の増 1,840千円ですけれど、



コロナ対策の国庫補助金 10 分の 10 になります。次に、ひとり親世帯臨時特別給付

金給付事務費補助金 1,178 千円、こちらも県からの 10 分の 10 補助になります。新

型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業費補助金 7,500千円、こちらも 10分の 10

の補助になります。児童館４つ、保育園４つ、認定こども園５つ、小規模保育所２つ、

全部で15箇所あるのですけれども、１施設500千円で7,500千円の補助になります。 

ページを返していただきまして、歳出ですけれども健全育成事業の増 3,840 千円、

こちらは児童館のコロナ対策の消耗品や備品購入費になります。先ほど歳入で説明し

ましたけれども、児童館が４館なので４館×500千円を消耗品の購入に充てます。次

に、ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業ですが、あとでこの制度についてはご説明

しますけれども給付事務に係る所要額になります。一番大きいのは一般職員給与費で

職員の超過勤務手当になります。７ページをお開きください。町立保育園事業の増

500千円、先ほど歳入で説明しましたとおり 500千円の国庫補助がありますので、謝

礼や消耗品、感染症対策備品の購入に充てます。次に、私立保育園助成事業の増 5,000

千円です。公立を除いて私立保育園・認定こども園 10 箇所ありますので、500 千円

×10箇所で 5,000千円になります。以上でございます。 

〇共同調理場所長   ９ページをご覧ください。共同調理場管理運営事業の増で 1,589千円を計上させて

いただいております。新型コロナウイルス感染症が今年度に入って猛威を奮っている

ということで、学校給食の公会計化を前倒しで実施いたしました。そのために、膨大

な事務量が発生したということがまず一点、もう一点は町職員の調理員の方々が５名

いるのですけれども、この方々がだんだんに高齢化してきまして調理の在り方を見直

さなければならないということで、教育行政方針でも教育長が述べましたけれども、

民営化を含めた検討をするということでこの検討も行わなければならないと。この２

つの事業を行うためにはマンパワーが足りないということで、６月から会計年度任用

職員を１名お願いして手伝ってもらっております。その方の人件費を計上したもので

ございます。以上です。 

○教育長   報告第 31号について、何かご意見、ご質問等ございませんか。 

○齊藤委員   ８ページの教育振興費なのですが、コロナの関係で小学校の修学旅行で教育振興事
業費が増える、さっき言ったバス代が２倍になるということで、新聞か何かで見た気

がするのですけれども Go To キャンペーンの中でクーポンか何かで一般の人が使う

のと同じように修学旅行にも割引制度を適用するというような情報が新聞に載って

いたような気がするのですけれども、それというのはまだ決定ではないのですね。こ

の中に△の数字が出ている訳ではないので。 

〇学校教育課長   基本的には修学旅行費は全部保護者負担になります。そちらの方で代金がどうなっ
ているかというところだと思いますので、そこは旅行代理店と学校の方でこれから詰

めていくと思います。その中でも、もしバスが本来は１台で済むところを２台となっ

た場合に、そのプラス１台分は町で支払いますということです。できるだけ保護者負

担を増やしたくないと思います。 



〇齊藤委員   旅館代とかそういうものも半額にするような話をしていたので、もしそれが適用に
なるのであれば、逆に安くできるのかなと思ったのです。 

〇教育長   それは旅行代理店と詰めながら、いろいろ情報共有しながらやっていきたいと思い
ます。ありがとうございます。 

○教育長   その他ございますでしょうか。 

〈全員なしの声〉 

 

〇教育長 

次に、報告第 32号「矢巾町教育委員会の活動報告について」、事務局より説明をお

願いします。 

○学校教育課総務係長   別紙資料に基づき朗読し説明する。 

○教育長   報告第 32号について、何かご意見、ご質問等ございませんか。   〈全員なしの声〉   今説明がありましたけれども、先日行われた町の教育研究大会に委員の皆様にもご
参加いただきまして本当にありがとうございました。アンケート結果についても説明

がありましたけれども、Q-U について学ぶことができたと。今までこういう風に本

格的に知ることがなかなかできなかったとか、あるいは個別に自分の学級の子どもた

ちの数字を表を見ながら具体的に説明してもらいながらこういう風にやっていけば

いいんだということがわかったと。あとは２学期にどういう風に学級経営をしていっ

たらいいかということを具体的に示唆してもらったと、こういう風なことを考えなが

ら夏休みを過ごしたいとか、さまざま先生方が建設的な、あるいは積極的な意見を出

してくれてそういう感想を述べてくれておりました。本当にやって良かったなと、そ

してこの日程についても今まで１月にやっていた訳ですけれどもそれを夏休みにや

るということで、概ねそのことについても非常にありがたいということでした。１月

はどうしても中学校の方が進路に向けての事務的なことがあるので、参加者が限られ

てくるということがありました。ただ今まではどうしても一年間ある程度活動したこ

とをそこで発表する会だったので、そういう日程になっていたのですが、今回のよう

に学習しましょうと、みんなで勉強しましょうということでこれからの方向性が出て

くると思います。来年度についてもいろいろとこちらの方でアイデアを考えながら、

先生たちに還元できるように、先生たちがこれからのために必要なものを取り組んで

いきたいと思っております。 

 

９．議事 

○教育長 

それでは、５．議事に入ります。議案第３号「令和３年度使用小・中学校の教科用

図書の採択について」、事務局より説明をお願いします。 



○学校教育課総務係長   別紙資料に基づき朗読し説明する。 

○教育長   ちなみにですけれども、この中学校の教科書で今回変わった教科が１つだけありま
す。それは理科の教科書がこれまで使っていた教科書会社ではなく、啓林館というと

ころに決まりました。そこだけが変わっています。それ以外はこれまでと同じ教科書

会社というになります。これについては、いろんな意見の中でこれからの理科教育、

あるいは一番使いやすい、そしてどの先生が使っても使いこなせるというところ、そ

の視点のもとに教科書を変えるということになったようであります。 

〇教育長   議案第３号について、何かご意見、ご質問等ございませんか。   〈全員なしの声〉 

○教育長 

議案第３号について、原案のとおり承認ということでご異議ございませんか。   〈全員異議なしの声〉 

○教育長   それでは議案第３号については原案のとおり承認することに決定いたしました。 

 

１０．その他 

〇教育長   ６．その他に入ります。報告（１）第１回矢巾町立学校運営協議会について、事務
局より説明をお願いします。 

〇学校教育課長補佐   それでは、21 ページをお開き願います。令和２年度第１回矢巾町立学校運営協議

会ということで、今月 16 日の午後６時 30 分から公民館３階大研修室で開催をいた

しました。これにつきましては今までにも何度かコミュニティ・スクールについてご

説明しているとおりでございますけれども、矢巾町として今年度から初めて取り組む

ということで、第１回の会議を手探りの状態で開催したというような内容でございま

す。先ほどの２ページの委員の方々20 名に委嘱状交付ということで交付いたしまし

て、その中から委員長及び副委員長選任ということで、２ページの名簿でございます

けれども、委員長に２番の徳田小学校の PTA会長の女鹿隆徳さん、そして 15番の矢

巾中学校の元 PTA 会長の瀧恵子さんが副課長ということで皆さまから承認されまし

て委嘱したという形でございます。そして協議事項につきましてですけれども、初め

てということですので岩手県教育委員会事務局生涯学習文化財課地域学校連携担当

の主任指導主事でございます片方元昭先生を研修ということでお願いしておりまし

たので、コミュニティ・スクールについての全般的なところを説明していただいたと

いう内容でございますし、「矢巾町のコミュニティ・スクールについて」ということ

で教育長さんの方から委員の皆さんに説明をしていただきました。その後に各小中学

校の部会ごとに分かれまして、各学校の校長先生の方から今年度の学校の運営方針に

つきまして説明をいただいて委員の皆さまからご意見をいただいたということで、第

１回目の会議は終了したというような形でございます。そして次のページでございま



すけれども、年間計画ということで書いておりますがコロナのこのような状況でござ

いますので、委員さんと事務局等を入れるとけっこうな人数になりますので、今年度

はまず７月 16日に第１回目の会議を開きましたし、最後は３月の第２回の運営協議

会ということで、この間、随時委員さんにコミュニティ・スクールに関する情報等が

あった場合は委員さんに情報提供をしたり、各部会ごとにもし何か興味と言いますか

そういう風なことがもしあるのであれば、書面でやり取りしながら協議を進めていき

たいと。そして２月に、３月の第２回の運営協議会に向けての最終的な資料を配布し

て、第２回目の会議で各学校の次年度の運営方針とか、あとは矢巾町全体としての方

針等を協議し承認していただくというような計画を立てております。以上でございま

す。 

〇教育長   報告（１）について、何かご意見、ご質問等ございませんか。   本当であれば、委員の皆様にもご参加いただいてその様子を見ていただくというこ
とも考えましたけれども、こういう状況の中、参加者の方々もできるだけ密にならな

いようにという工夫のもとで開催させていただきましたので、今後状況を見ながら委

員の皆様にも見ていただくということも出てくると思いますし、ご参加いただく形に

なると思いますのでよろしくお願いしたいと思います。 

〇大坊教育長職務代理者   何か質問とか意見等は出たのでしょうか。 

〇学校教育課長補佐   最後の方で、コーディネーターというものを全体の協議会、もしくは各部会で入れ
ないのかという話がありましたけれども、今回は一応 24人が委員の定数と言います

か、24 人以内ということになっておりますので、来年度に向けて状況を見ながらぜ

ひコーディネーターの方を入れたいと。もし地域とか誰か適任な方がおりましたらば、

情報提供をお願いしたいということでお話ししました。 

〇教育長   地域コーディネーターというのは、地域と学校を結ぶ、その間に入る方ということ
でいろんなコミュニティ・スクールでそういう立場の方がいらっしゃいます。今回は、

補佐の方から説明があった通り、そういう風な適任の方がいらっしゃったら紹介をし

ていただければということで、いわゆる事務局みたいな形になります。今回は教育委

員会が事務局ということでやると、でもその中に専門の人がいればより良いだろうと

いうことでのお話しです。そういう説明をさせていただきました。 

〇教育長   その他はよろしいでしょうか。   〈全員なしの声〉 

 

○教育長   報告（２）町内小中学校における事故・問題行動等の発生状況について、事務局よ
り説明をお願いします。 

○学校教育課長   別紙資料に基づき説明する。 



○教育長   報告（２）について、何かご意見、ご質問等ございませんか。   〈全員なしの声〉 

 

○教育長 

次に、報告（３）子ども課関係事業について、事務局より説明をお願いします。 

○子ども課長   別紙資料に基づき説明する。 

○教育長   報告（３）について、何かご意見、ご質問等ございませんか。   〈全員なしの声〉 

 

○教育長   次に、報告（４）学校給食共同調理場運営状況について、事務局より説明をお願い
します。 

○共同調理場所長   別紙資料に基づき説明する。 

○教育長 

報告（４）について、何かご意見、ご質問等ございませんか。   〈全員なしの声〉 

 

○教育長   次に、行事予定について、事務局より説明をお願いします。 

○学校教育課総務係長   別紙資料に基づき説明する。 

 

○教育長   その他ございませんか。   〈全員なしの声〉 

○教育長   それでは、以上をもって本日の会議を終了いたします。 

（午後３時 45分） 

 

 

 

 

  



 

以上、会議の大要を記録しここに署名する。 

令和 ２ 年  月  日 

矢巾町教育委員会 

 

教育長 

 

教育長職務代理者 

 

委 員 

 

委 員 

 

委 員 


